
「会議を開いたけど、誰も発言してくれない」「会
議では思い通りに決まるけど、メンバーは積極

的に動いてくれない」といった悩みはよく聞かれます。
さまざまな市民、団体、企業等に、主体的に意欲をもっ
てボランティア活動や市民活動に参画してもらうことの重
要性はますます増してきていますが、具体的にはどのよう
にすればよいのでしょうか。
会議は、どんな団体も開催しないところはないといって
いいほど身近なものであり、さまざまな関係者が集う機会
です。それだけに会議を有意義なものにできるかどうかに
よって大きな違いが生まれます。
今月号の特集では、市民参加をすすめる一つの切り口と
して、関係者の意欲や主体性が生まれるような会議のもち
方や、主催者の姿勢などについて取り上げます。
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「五感で会議」に

吉田　ここはすごくピシッとした会
議室のセッティングなので、緊張し
ますね。
池澤　吉田さんって、いろんなところ
で会議をされているそうですね。
吉田　はい。私は企業にいるときに叩
き込まれた癖で、今でもどこでどんな
セッティングで会議をするかは、がん
ばって決めているんです。テーマやク
ライアントによって、ホテルでやるの

か、居酒屋でやるのか、どんな服を着
るのか等々、出席者が頭でなくて、リ
アルに考えられるよう「五感で感じる
会議」をいかにつくるかを考えます。
例えば、子どもが対象の会議では、関
係の資料を用意するだけでなく、子ど
もの流行の歌などを調べて会議のとき
に流したり。

また、以前に、会議で大変反省した
ことがあります。東海村の臨界事故で
被害に遭ったお母さんに来て話をして
いただいたのですが、はじめこちらの
都合で会場等をセッティングしたとこ

ろ、「その空気では話せない
…」と。立派なコミセンのお
部屋でした。確かに会議の場
で理路整然と話せるのは、会
議に慣れている人しかできま
せんよね。そのお母さんが自
然に話せる場づくりを、私は
必死にやっていなかったので
す。よい意見だけをもらおう
としていた私は会議に対して

非常に傲慢でした。お母さんと話し合
うなかで、そのときは場所を変更し、
幼稚園のお部屋で床にみんなでまある
く床に座ってお話していただきました。
池澤　私は、参加者が会議室に入った
とき、目につくところに、「ようこそ、
○○○へ」とか、絵や音符を書くことが
あります。どんな雰囲気の場所なのか、
どんな会議をしたいのか、ということ
を表現するために。入って来た人が、
席に着いて待つ間、リラックスできた
り、少し楽しくなってほしいな、と。
吉田　あ、それいいなあ。私も、参加
者の「ギア」を合わせるためにスタッフ
どうしで話し合います。「この会議は
このトーンなのだな」とか思ってもら
うためです。そういった「ようこそ」の
雰囲気がなければ、かしこまった「背
広を脱がない」立場で、会議でも話し
てしまいますよね。だから　みなさん
もいろいろ工夫なさっていますよね。

この場を、これからカフェ風に直し
てみましょうか。

池澤 良子 さん
東京ボランティア・市民活動センター 
相談担当専門員 

大学卒業後、国際協力プログラムコーディネー
ター、米国でのアジア系女性シェルター NPO
ボランティアスタッフとして活動。平成12（2000）年より現職。ボランティ
アグループ・NPOからの設立・運営相談を担当。NPO法人設立・運営ガ
イダンスや、社会福祉施設・NPOにおけるボランティアの受入れ研修も行っ
ている。センターには年間１万８千件をこえる相談が寄せられ、活動者の
声をもとに情報誌「ネットワーク」において、実例によるNPOマネジメント
の記事も執筆。高知県高知市生まれ。お寺、神社、街道、古い街並みが好き。

吉田 理映子 さん
特定非営利活動法人 ハンズオン！埼玉　 
副代表理事／全社協全国ボランティア・ 
市民活動振興センター広報委員

大学卒業後、広告代理店に勤務。企業の広告戦
略の企画立案、制作実施を担当。倉本聰氏（「北
の国から」の脚本家）の「広告制作参加型プロジェクト」などに携わる。「市民
が、小さな声でも、まとまらなくてもいいから、自分で伝えることは面白
い。」を基本的考え方としている。全国のNPO、NGO、社協、および、大学、
専門学校などで「市民活動がつくる新しい広報講座」の講師や広報会議など
の進行役を務めている。
埼玉県育ち、浦和在住。夏は家族と北海道富良野で畑仕事をしている。

五感で会議 をしよう！

特
集

殺風景な会議室
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〜セッティング変更〜

吉田　例えばこれは、１枚の「魔法の
布」です。こんなふうにテーブルに１
枚の布を掛けるだけで、会議室のか
たーいイメージを払拭できるので、う
ちの団体ではいろんな柄を用意してま
す。真ん中にちょっとした物を置いた
り、お菓子などもね。
池澤　確かに、さっきの四角いテーブ
ルよりも、丸いテーブルになったほう
が、私もリラックスして笑顔が増えて
いるような気がします。お菓子もその
人が喜ぶだろうと、用意してくださっ
たことが分かるとうれしい。

�参加したいと思える�
会議に

池澤　NPOやボランティアって、社
会にかかわる人を増やそう、というこ
とですよね。そのためにはまず、みん
ながかかわる会議にすることが大事。
今日はこういうきれいな布を吉田さん
が持ってきてくださったから、次は私
がこれを持って行こうとか、美味しい
お菓子をもらったから、持って行こう
かと思うと、どんどん、その団体が好
きになるし、会議が好きになるんじゃ
ないかと。

立場を離れた人間に

吉田　さまざまな会議にお邪魔してい
つも思うことは、会議の最初に、参加
者を「ボランティア」ではなく、一人の
人間にすることが大切だと感じます。
自分は「ボランティア」だという立場や
役割の意識が強いと、理想の「ボラン
ティア像」に沿って、理性的に話さな
ければ、といった思いにとらわれて
しまいます。そこを外してもらうため
に、役割から離れた共通の話題を初め
にしてもらったりします。例えば、「皆
さんが小学校のときに、いちばん好き
だった場所はどこですか？」といった

話題をすると、みんな小学生時代があ
るので話し易く聴き易いんですね。

あとは、池澤さんはよくご存知の通
り私たちは「被り物」を被って会議をし
たりしてるんですよ。例えば「ヤキイ
モ」型の被り物をしてもらうのですが、
そうすると普段の役割から離れて、そ
の人らしい発言するようになったりし
ます。
池澤　ところで、今日はどうしてエプ
ロン姿なんでしょうか？（笑）
吉田　これもよく使う道具です。本当
は年配の男性がすると、なごむ効果が
さらにアップします（笑）。

お客様にしないで

池澤　地域のさまざまな団体や市民と
会議するときなど、きちんと会議室の
準備をしておかなければ、と思いがち
ですが、地域課題を解決するための参
加型のプロジェクトなのだとすると
いっしょに会議室のセッティングや後
片付けをするなど。会議も参加型がい
いですね。
吉田　お茶一つにしても、参加者に自
分で入れてもらうかどうか。うーん。
もちろん、きちんと準備をしておいて
いたほうが、恰好はいいのですよね。
でも、いっしょにまちをつくる仲間で
あれば、それは少し違うような。参加

者は、お客様として扱われることで、
「意見を言わせていただきます」という
姿勢になりがちだなと自分の反省とと
もに思います…。
池澤　市民活動は動く人が増える、と
いうことが大事ですが、それを会議の
場から実践するということでしょう
か。自分自身のことを省みて、頭だけ
でなく感じると動く、変わるというこ
とが多かったように思います。
吉田　だからこそ、会議は「五感」で。
感じれば人は必ず動く。それは会議の
場でもそうですよね。
池澤　市民活動のマネジメントは、「共
感のマネジメント」って言われるんで
すね。

会議は「たき火」

吉田　また、自分が進行役でなくても、
この会議をどうやって温かくしていく
かということは参加者みんなにかか
わってるんですよね。会議は、「たき火」
みたいのものだと思います。火が燃え
るためには、例えば「そうだね」という
一言によって、「消えそう」と思ってい
た火に風を送ったり、枝をくべること
が大事なのでしょうね。相槌一つもな
い状況は、いわばたき火に水をかけて
る感じ?!　うわ〜つい反対意見に対し
て、私もやってしまってるかも…ごめ

カフェ風に変わったセッティング
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んなさい。（おじぎ）
今日も苦しんでいるその子、今日も

虐待を受けているあの人、仮設住宅で
寒いなと思っている人たちと、つなが
るために会議をしているのに、その人
たちのことを忘れてしまうと、自分た
ちの都合で会議をしてしまいがちです
ね。会議のメンバーはそうした誰かの
ためのチームであるはずなのに。会議
のなかで、今は決めるところだなとか、
こうすればもっとアイデアが膨らむの
ではないかとか、それを参加者が常に
自分の役割として考えていくことが大
事ではないでしょうか。

�「ラブレター」は誰に

吉田　会議は、みんなで企画というラ
ブレターを書くようなものだと思いま
す。でも最終的に誰に届けるものかを忘
れて、自分の意見を言うための会議に
なってしまうことないですか？　私たち
の見えないところで苦しんでいる方に届
けるためだ、ということを常に意識する
ことを自分に言い聞かせるようにしてま
すが…それでも…。
池澤　例えば、福島県の支援をしてい
るあるNPOは、いろいろなことを決
めるときに、常にそこに福島県に住ん
でいるある人がいる、と思って会議を
する、というお話を聞きました。
吉田　広報講座に伺うと、広報の対象
を「誰に」と絞ることが苦手な参加者が
非常に多いです。つい「地域の人に」と
くくってしまうと、伝えたい相手がぼ
やけます。会議も同じで、例えば、「被
災者」といっても、地域や状況によっ
て全然違います。「あの人」を意識する
ことがすごく大事で、それが明確にな
るとこちらの真剣度が変わってくるの
は実感します。
池澤　一人に絞ることでその方以外が
対象にならないように感じてしまうの
かも。
吉田　お気持ちはよく分かる。誰か

「ひとりに」って不安ですよね。でも
「みんなに」「平等に」しようとすると、
企画力や会議力は下がります。漫然と
するので、対象に届くのかという実感
も得られません。例えば、手前味噌
ですけど、私たちの団体の「ヤキイモ
タイム」（「ボランティア情報」№414・
平成23年11月号参照）という事業は、
15,000人の方が参加して、行政のお金
を遣って実施していますけど、この事
業には、明確に一人のターゲットがあ
ります。「あの人」に向かって、この企
画を立てるということを、みんなが実
感してやらせていただいてます。

�実り多い会議に�
するために

徹底的に「書く」

吉田　会議の時間が限られているとき
は、時間を決めて、まずは、徹底的に
書きます。同じことを２度言うことが
少なくなりますね。私なんか話が外れ
そうになったり、繰り返しになったり
しやすいタイプで…「ごめんね、今の
話はこっちなのだよね」など、書いた
もの指して話を元に戻していただく
と、はっと気がつきます。

会議のときには、ホワイトボードと
大きな模造紙、A ４の白紙やプロッ
キー、セロテープは必須アイテムです
ね。喫茶店で、会議をするときでも、
箸袋やナプキンに書いて、結露の窓に
貼ったりしてます。ふふう。そうすると、
みんなの大事な言葉が流れないから。
池澤　場をつくり、議題や資料を準備
する、今日は何をどこまで決める、決
まったことを確認して終わる、という
会議の仕方を少し知るだけで、会議が
ずいぶん変わったという団体の声を聞
きます。

自分たちでルールを決める

池澤　会議をするとき、みんなが見え
る場所に、「後で言うなら、今言おう」

など、標語を書いている団体もあるそ
うなんです。
吉田　確かに、そうすると会議のなか
でルールを思い出すきっかけになりま
すよね。「あっ、やっちゃった」とか。
そうした、決め事によって、それぞれ
の団体やグループの「文化」ができるの
でしょうね。ただし、そうしたルール
は、自分たちで決めることが効果につ
ながるのだと思います。
池澤　決めるプロセスに自分たちがか
かわっているということと、言い続け
るということで文化ができていく。私
たちの団体は会議の準備をする、人の
話を聞く、自分の言いたいことを言え
る、という文化がある、なんてすてき
な団体。

責任をつくり合う

池澤　私自身、会議で発言することは、
すごく勇気がいることで、発言したこ
とで責任を負わされる、と黙ってしま
うこともあります。「私は」とは言わず
に、「社会が」とか「他の人が」と言って
みたり。
吉田　それは、言っているのは「私で
はないですよ」ということですよね。
会議で一番大事なことは、「責任をつ
くり合う」ということでは？　すべて
発言した人がやらなければいけなくな
ると発言しにくくなります。

今、「社会のなかにいかに責任をつ
くり合うか」ということがすごく問わ
れている、とよく団体内でも話します。
だからこそ、会議においても、みんな
で決めたのだから、みんなに責任があ
るという関係をつくっていく。それが
社会だと思います。

そのためにも、全員が「ここに来て
よかった」と思い合える会議をつくる
ことが、その第一歩なのだと思ってい
ます。だからいつも悪戦苦闘です。
池澤　今日、さまざまなことが話に出
ましたが、すべてを一度に変えること
は難しいですよね。一つでも、少しず
つでも変わっていくといいですね。

ボランティア情報　平成 24年２月１日発行　第三種郵便物認可

4

ボランティア情報　平成 24年２月１日発行　第三種郵便物認可



会議を活性化する簡単で重要な�
ポイント

お二人の対談、とても楽しく拝
見しました。会議をたき火で例え
るというのは、まさにそうだと思
います。お堅い会議で、大量の資
料を配り、事務局が延々と説明し
ていくというパターンを見かけま
すが、あれは明らかに「温度を上
げる」工夫をしてない例ですね。
このやり方では、参加者の意見や
意欲を引き出すということは、困
難になっていきます。

会議を活性化する、簡単で重要
なポイントは「なるべく早く、参
加者全員が口を開ける機会をつく
る」ではないかと思います。まず、
参加する一人ひとりが、口を開く
ことが肝心です。自分が何かを発
するということは、主体的にその
場にいるスイッチが入ることにつ
ながります。自分の名前と、何か
一言をぐるっと回してもいいです
し、今日の会議に対して持つ思い
を語ってもらってもよいです。「時
間がかかる」と敬遠する人もいま

すが、僕の実感では、それ以上に
「効果が高い」と見ています。

会議を効果的に運営するための
ツール

会議を効率的に運営するための
ツールとして、有効なのは「時を
知らせる」何かです。ストップウ
オッチや、鐘のようなものでも構
いません。ある程度の時間が経っ
てくると、人は時間の感覚を失い
ます。しかし、限られた時間で、
いくつかのことをこなしてゆく必
要があります。一つの議題に30
分ほどかけようと思っていたら、
15分経ったところで、ちりーんと、
鳴らしてみましょう。自然と、議
論がまとまる時間帯に向かってい
きます。大事なのは、全員が時間
のことを意識する、ということで
す。鳴らしすぎず、忘れたころに
ちょこっとやるのが効果的です。

堅いときほど「ほぐし」と「問いか
け」が大事

お堅い雰囲気の会議の場で、重
要になってく
るのは「ほぐし」
と「問いかけ」で
す。堅い雰囲気
であればあるほ
ど、人は「ほぐ
れる何か」をあ
りがたく思うも
のです。ちょっ
とした季節の挨
拶や、冗談や、

合いの手が、人びとの心をほぐし
ていきます。そして、ほぐれたと
ころから、有意義な意見交換が生
まれやすいのです。ほぐすという
のは、たき火で言うところの、薪
と薪の間に空気を入りやすくする
という作業ではないかと思います。
風通しのよい会議をつくるために
は、必須の作業となります。

フォーカスが明確な問いかけを

次に重要なのは、フォーカスが
明確な問いかけです。今、話し合
うべき点を、問いのカタチで全員
に示してみましょう。「シンポジ
ウムについて」と示すより「シンポ
ジウムで今こそ取り上げたいテー
マは？」と問いかけたほうが、人
びとの頭が明確に動き始めます。
よき問いかけができるよう、事務
局、進行役、いち参加者ともども、
力をつけたいものです。

青木将幸ファシリテーター事務所代表
青木将幸さんからのコメント

ここがキモ！
青木さん
プロフィール

和歌山県新宮市出身。環境NGO・
A SEED JAPANにおいて、さまざ
まな環境活動にかかわる傍ら、「そ
れぞれの持ち味が発揮される組織
づくり」「学び合い、育ち合う場
づくり」に関心を寄せる。平成７

（1995）年よりNPOにかかわる若
者向けの団体運営トレーニングの
開発と実施に関わる。５年間の企
画会社勤務ののち、平成15（2003）
年に青木将幸ファシリテーター事
務所を設立。以来、さまざまな会
議やワークショップの進行役を務
めており、この道のエキスパート
であり、パイオニア的存在。

「日本を市民社会にするにはプロ
意識と志をもったファシリテー
ターが３万人は必要」というのが
持論。

ワークショップの風景
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